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定
制
日 美郷町は、昨年、誕生から満20年の節目を経ましたが、

この間、町民の皆さまには町の取り組みに対しまして、ご
理解とご協力をいただきましたことに、心から感謝を申し
上げます。引き続き小さくてもキラリと光るまちづくりを目
指し、21年目の歩みを進めてまいります。
さて、町では、令和4年度からスタートさせている「第

3次美郷町総合計画」に基づき、まちづくりの将来像であ
る「“美郷らしさ”を誇り、語りたくなるまち」の実現を目指
し、各般の施策を計画的かつ積極的に展開し、まちづくり
を進めているところです。令和7年度は、継続事業である
子どもの遊び場や子育て相談の拠点となる子育て支援
拠点施設の建築着手、未利用公共用地の住宅用地化、
野外芸術空間創出として町中央公園への彫刻作品の設
置や美郷の四季折々の風景を描く絵画プロジェクトなど、
物心両面で「豊かさ」や「幸せ」に繋がる取り組みを進め
てまいります。また、町情報の伝達に関する新たな手法、
企業連携による環境負荷軽減に関する取り組みやスマー
ト農業の推進に関する支援など、これまでとは違う新たな
観点での取り組みも進め、美郷町の個性認識を高めてま
いります。
その施策効果をより高めていくため、取り組み内容に

ご理解をいただくとともに、広くご活用していただくよう、こ
の「美郷町まちづくりガイド」を作成しました。皆さまには、
ぜひ本ガイドをご覧いただき、引き続き美郷町の取り組み
にご協力をお願いいたします。
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